
平
成
二
十
九
年
十
二
月
六
日
提
出

質

問

第
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九

号

国
家
戦
略
特
区
に
よ
る
獣
医
学
部
新
設
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

宮

本

徹
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国
家
戦
略
特
区
に
よ
る
獣
医
学
部
新
設
に
関
す
る
質
問
主
意
書

国
家
戦
略
特
区
に
よ
る
獣
医
学
部
新
設
を
め
ぐ
っ
て
は
、
今
治
市
（
加
計
学
園
側
）
と
京
都
府
・
京
都
産
業
大
学
が
具
体
的

な
提
案
を
し
て
い
た
が
、
こ
の
間
、
政
府
は
二
千
十
六
年
十
二
月
下
旬
に
、
今
治
の
提
案
と
京
都
の
提
案
を
比
較
し
て
、
今
治

の
提
案
の
方
が
、
「
教
員
の
確
保
の
道
筋
が
立
っ
て
い
る
」
な
ど
「
熟
度
が
高
い
」
の
で
今
治
市
を
選
定
し
た
と
国
会
で
説
明

し
て
き
た
（
六
月
十
三
日
参
議
院
内
閣
委
員
会
、
山
本
幸
三
大
臣
答
弁
等
）
。

と
こ
ろ
が
、
先
日
公
表
さ
れ
た
大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
の
審
査
意
見
に
よ
れ
ば
、
岡
山
理
科
大
学
獣
医
学
部
（
加
計

学
園
）
の
設
置
申
請
に
対
し
て
、
一
回
目
の
審
査
意
見
（
第
一
次
）
と
し
て
、
教
員
配
置
に
つ
い
て
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
現

可
能
性
に
疑
義
が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
等
、
七
つ
の
「
是
正
意
見
」
を
つ
け
、
根
本
的
に
見
直
さ
な
け
れ
ば
不
認
可
と
な
る

「
警
告
」
の
意
見
を
つ
け
て
い
た
。
こ
の
大
学
設
置
・
学
校
法
人
審
議
会
の
審
査
意
見
は
、
今
治
の
提
案
の
方
に
つ
い
て
「
教

員
の
確
保
の
道
筋
が
立
っ
て
い
る
」
故
に
、
今
治
の
提
案
を
選
ん
だ
と
い
う
政
府
の
答
弁
の
根
拠
を
崩
す
も
の
と
、
私
は
考
え

る
。そ

こ
で
、
国
家
戦
略
特
区
に
よ
る
獣
医
学
部
新
設
に
関
し
て
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

一

国
家
戦
略
特
区
に
よ
る
獣
医
学
部
新
設
に
つ
い
て
、
政
府
は
、
事
業
者
公
募
の
手
続
に
入
る
前
の
二
千
十
六
年
十
二
月
下

一



旬
の
段
階
で
、
「
今
治
市
の
提
案
」
と
「
京
都
府
の
提
案
」
を
比
較
し
て
、
今
治
市
を
選
ん
だ
と
説
明
し
て
き
た
。

な
ら
ば
、
こ
の
比
較
検
討
を
行
っ
た
会
議
の
日
時
、
名
称
、
検
討
会
議
の
構
成
メ
ン
バ
ー
、
会
議
録
の
有
無
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。
加
え
て
、
比
較
検
討
を
行
っ
た
者
の
中
に
は
、
獣
医
学
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
及
び
人
獣
共
通
感
染
症
の
水
際

対
策
等
の
知
見
を
持
っ
た
専
門
家
が
入
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

十
二
月
一
日
の
文
部
科
学
委
員
会
で
松
本
文
明
内
閣
府
副
大
臣
は
、
「
京
都
府
と
今
治
市
の
比
較
検
討
に
あ
た
っ
て
、
特

区
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
民
間
有
識
者
の
方
々
に
、
獣
医
学
部
の
新
設
を
一
校
に
限
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
、
そ
の
場
合
は
今
治
市
と
京
都
府
で
ま
ず
実
現
す
る
か
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
ご
意
見
を

伺
っ
た
事
実
が
ご
ざ
い
ま
す
」
と
答
弁
し
た
。

な
ら
ば
、
「
意
見
」
の
論
点
を
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
い
。

三

十
二
月
一
日
の
文
部
科
学
委
員
会
で
松
本
文
明
内
閣
府
副
大
臣
は
、
「
京
都
と
今
治
の
比
較
を
お
こ
な
う
に
あ
た
っ
て
内

閣
府
に
提
供
さ
れ
た
資
料
や
情
報
を
も
と
に
お
こ
な
っ
た
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

二
千
十
六
年
十
二
月
下
旬
段
階
で
の
「
今
治
市
の
提
案
」
と
「
京
都
府
の
提
案
」
と
の
比
較
に
用
い
た
資
料
及
び
情
報

は
、
「
国
家
戦
略
特
区
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
提
出
さ
れ
た
提
案
資
料
、
同
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

二



の
内
容
」
及
び
「
構
造
改
革
特
区
で
今
治
・
加
計
学
園
側
が
提
出
し
て
い
た
資
料
」
以
外
の
「
資
料
と
情
報
」
が
存
在
す
る

の
か
。
仮
に
存
在
す
る
な
ら
ば
、
資
料
の
表
題
及
び
内
容
等
を
詳
細
か
つ
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

山
本
幸
三
大
臣
（
当
時
）
は
本
年
六
月
十
三
日
参
議
院
内
閣
委
員
会
の
答
弁
で
、
「
今
治
市
の
提
案
」
と
「
京
都
府
の
提

案
」
を
比
較
し
て
今
治
を
選
ん
だ
理
由
と
し
て
、
「
専
任
教
員
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
今
治
市
は
専
任
教
員
を
七
十
名
確
保

す
る
と
し
て
お
り
、
そ
の
確
保
先
に
つ
い
て
も
、
海
外
製
薬
企
業
、
中
央
官
庁
の
ほ
か
国
際
機
関
で
の
経
験
者
、
あ
る
い
は

国
際
協
力
機
構
を
含
め
て
途
上
国
経
験
を
持
っ
た
人
材
等
が
示
さ
れ
て
お
り
、
教
員
の
確
保
の
道
筋
が
立
っ
て
い
る
と
言
え

ま
す
」
と
答
弁
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
公
開
さ
れ
て
い
る
「
国
家
戦
略
特
区
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
提
出
さ
れ
た
資
料
」
、
「
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
内

容
」
及
び
「
構
造
改
革
特
区
で
の
今
治
・
加
計
学
園
側
の
提
案
資
料
」
の
中
に
は
、
山
本
大
臣
が
答
弁
し
た
よ
う
な
具
体
的

な
確
保
先
に
つ
い
て
の
記
述
は
無
い
。
一
方
、
今
治
市
が
獣
医
学
部
新
設
の
国
家
戦
略
特
区
の
地
域
と
選
ば
れ
た
下
で
、
今

年
一
月
の
加
計
学
園
が
提
出
し
た
国
家
戦
略
特
区
の
応
募
書
類
の
中
に
、
答
弁
内
容
と
同
様
の
人
材
確
保
先
が
記
さ
れ
て
い

る
。
山
本
大
臣
の
「
教
員
の
確
保
の
道
筋
が
立
っ
て
い
る
の
で
今
治
市
の
提
案
は
熟
度
が
高
い
」
と
い
う
趣
旨
の
答
弁
は
、

応
募
書
類
を
見
た
上
で
創
作
し
た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
て
い
る
。

三



「
海
外
製
薬
企
業
、
中
央
官
庁
の
ほ
か
国
際
機
関
で
の
経
験
者
、
あ
る
い
は
国
際
協
力
機
構
を
含
め
て
途
上
国
経
験
を

持
っ
た
人
材
等
」
の
確
保
先
に
つ
い
て
、
昨
年
十
二
月
の
比
較
検
討
の
際
に
、
政
府
は
本
当
に
知
っ
て
い
た
の
か
。
仮
に
政

府
が
知
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
う
や
っ
て
知
り
え
た
の
か
。
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

今
年
七
月
に
私
が
質
問
「
四
」
の
内
容
を
内
閣
府
に
質
し
た
際
、
「
『
海
外
製
薬
企
業
、
中
央
官
庁
の
ほ
か
国
際
機
関
で

の
経
験
者
、
あ
る
い
は
国
際
協
力
機
構
を
含
め
て
途
上
国
経
験
を
持
っ
た
人
材
等
が
示
さ
れ
て
お
り
』
と
の
答
弁
に
つ
い

て
、
今
治
市
へ
の
聞
き
取
り
の
状
況

（
回
答
）

十
二
月
下
旬
に
聞
き
取
っ
た
も
の
で
す
。
」
と
の
説
明
が
内
閣
府
か
ら

メ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

一
方
、
十
二
月
一
日
の
文
部
科
学
委
員
会
で
松
本
文
明
内
閣
府
副
大
臣
は
、
「
京
都
と
今
治
の
比
較
を
行
う
に
あ
た
っ
て

内
閣
府
に
提
供
さ
れ
た
資
料
や
情
報
を
も
と
に
行
っ
た
」
と
の
答
弁
を
し
て
お
り
、
七
月
の
説
明
と
矛
盾
し
て
い
る
。

「
京
都
」
と
「
今
治
」
の
比
較
検
討
の
材
料
と
し
て
、
内
閣
府
に
提
供
さ
れ
た
「
資
料
や
情
報
」
以
外
に
も
、
聞
き
取
り

は
行
っ
た
の
か
、
行
っ
て
い
な
い
の
か
。
ど
ち
ら
の
説
明
や
答
弁
が
正
し
い
の
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

山
本
幸
三
大
臣
は
六
月
十
三
日
の
参
議
院
内
閣
委
員
会
で
「
地
元
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
水
際
対
策
に
つ
い
て
、
今
治

市
は
、
四
国
知
事
会
等
が
要
望
す
る
な
ど
広
域
的
な
対
策
を
強
化
す
る
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
お
り
ま
す
。
他

四



方
で
、
京
都
府
等
は
、
獣
医
学
部
の
あ
る
大
阪
府
と
の
連
携
が
必
ず
し
も
確
保
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
不
十
分
と
評
価
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

し
か
し
現
実
に
は
、
京
都
産
業
大
学
は
二
千
六
年
に
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
研
究
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
関
西
広
域
連
合

で
「
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
口
蹄
疫
等
対
策
専
門
部
会
」
に
も
参
加
し
て
い
る
。
ま
た
大
阪
府
を
は
じ
め
、
周
辺
自
治
体
の

家
畜
防
疫
の
会
議
に
委
員
を
出
し
て
協
力
し
て
い
る
。
大
阪
府
と
の
連
携
と
い
う
点
で
は
、
京
都
産
業
大
学
が
獣
医
学
部
設

置
の
準
備
段
階
と
し
て
設
け
た
総
合
生
命
科
学
部
動
物
生
命
医
学
科
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
病
性
鑑
定
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
や
動
物
由
来
感
染
症
防
疫
体
制
強
化
構
想
検
討
委
員
会
に
参
加
し
て
い
る
。

政
府
は
、
こ
れ
ら
の
京
都
産
業
大
の
実
績
に
つ
い
て
、
昨
年
十
二
月
下
旬
の
「
今
治
市
」
と
「
京
都
府
」
の
提
案
比
較
の

際
に
、
比
較
の
材
料
と
は
し
て
い
な
い
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、
京
都
産
業
大
学
の
実
績
そ
の
も
の
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
た

の
か
、
乃
至
、
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
こ
の
時
点
で
政
府
が
認
識
し
て
い
た
「
京
都

産
業
大
学
の
水
際
対
策
に
つ
い
て
の
実
績
」
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

獣
医
学
部
新
設
の
規
制
緩
和
の
第
一
の
理
由
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
き
た
、
「
先
端
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
」
分
野
に
つ
い

て
、
二
千
十
六
年
十
二
月
の
比
較
検
討
の
際
に
、
「
今
治
市
側
」
と
「
京
都
府
・
京
都
産
業
大
学
側
」
の
提
案
の
比
較
は
ど

五



の
よ
う
に
行
っ
た
の
か
。
比
較
検
討
の
ポ
イ
ン
ト
及
び
結
果
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

八

昨
年
十
二
月
下
旬
に
今
治
市
と
京
都
府
・
京
都
産
業
大
学
の
提
案
を
比
較
す
る
際
に
、
政
府
は
一
方
の
今
治
市
側
に
つ
い

て
は
、
国
家
戦
略
特
区
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
提
案
書
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
加
え
、
過
去
の
構
造
改
革
特
区
の
時
の
提
案

書
内
容
、
さ
ら
に
七
月
の
説
明
で
は
十
二
月
下
旬
の
今
治
市
へ
の
独
自
の
聞
き
取
り
な
ど
を
用
い
た
と
説
明
し
て
き
た
。
他

方
の
京
都
府
・
京
都
産
業
大
学
側
に
つ
い
て
は
提
案
書
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
用
い
、
京
都
府
・
京
都
産
業
大
側
へ
の
独
自
の
聞

き
取
り
等
は
行
っ
て
い
な
い
。

昨
年
十
二
月
下
旬
に
政
府
で
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
「
今
治
」
と
「
京
都
」
の
提
案
の
比
較
及
び
選
考
は
、
「
公
平
か
つ
公

正
」
に
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
実
際
は
「
加
計
学
園
あ
り
き
」
の
選
考
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

九

和
泉
首
相
補
佐
官
が
、
前
川
前
文
部
科
学
次
官
を
二
回
目
に
呼
び
出
し
た
の
は
昨
年
十
月
十
七
日
の
午
後
四
時
頃
と
さ
れ

て
い
る
。
十
月
十
七
日
の
午
前
中
は
、
国
家
戦
略
特
区
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
京
都
産
業
大
学
の
提
案
に
関
す
る
ヒ
ア
リ

ン
グ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
国
家
戦
略
特
区
を
利
用
し
た
獣
医
学
部
新
設
の
申
請
に
つ
い
て
、
京
都
産
業
大
学
を
は
ず
し
、
加

計
学
園
の
手
だ
け
に
渡
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
急
ぐ
よ
う
に
示
唆
し
た
疑
い
を
私
は
持
っ
て
い
る
。

六



和
泉
首
相
補
佐
官
は
、
前
川
前
文
部
科
学
次
官
を
二
回
目
に
呼
び
出
し
た
十
月
十
七
日
の
午
後
四
時
頃
の
時
点
で
、
国
家

戦
略
特
区
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
京
都
産
業
大
学
が
具
体
的
な
提
案
を
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。
ま
た
、
こ
の
時
点
で
和
泉
首
相
補
佐
官
は
、
国
家
戦
略
特
区
に
よ
る
獣
医
学
部
新
設
を
平
成
三
十
年
度
開
設
に

限
れ
ば
、
京
都
産
業
大
学
は
獣
医
学
部
開
設
に
「
間
に
合
わ
な
い
」
と
い
う
認
識
が
根
底
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
明
確

な
説
明
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

七


